
　
　
　
　
問
に
答
ふ

■
一

　

友
人
と
共
に
同
じ
臨
本
で
鉛
筆
の
稽

古
を

始
め
ま
し
た
が
僕
は
友
人
よ
り
は
丁
嚀
な
れ
ど
出

來
榮
遲

し
、
粗
末
に
て
も
澤
山
畫
く
方
よ
ろ
し
き

や
二
　
簡
易
透
視
畫

法
は
何
日
頃
出
來
る
に
や

三
　
色
鉛
筆
は
色
彩
に
益
す
る
處

あ
り

や
其
効
用

を
知
り
た
し
(京
橋
K
T
生
）
◎
一
　

作
畫

の
迅
速

は

ス
ケ
ツ
チ
な
ど
の
場
合
に
必
要
の
こ
とな
れ
ど
臨

本
の
稽
古
な
ど
に
は
遲
く
と
も
其
臨
本
と
少
し
も

異
な
ら
ぬ

や
う
忠
責
に
畫
く
方
よ
し
二
　
著
者
多

忙
の
た
め
發
行
期
未
定
三

　
あ
ま
り
大
き
な
利
益

な
し
■
カ
ツ

サ
ン
鉛
筆
臨
本
は
何
册
な
り

や

(
兵

庫
M
Y
生
)
◎
六
十

一
册
と
覺
ゆ

抜
賣
は

せ
ず
、

序

に
丸
善
に

は
英
文
の
目
録
も
あ
り
■
山
岳
の
發

行
期
日
を
問
ふ

(
福
島
四
眼
)
◎
毎
年
三
月
六
月

十
月

の
三
回
と
覺
ゆ

、
序
に
三
條
氏
の
事
は
書
状

に
て
問
合
は
さ
れ
よ
■
一
　

石
井
柏
亭
氏
は
日
本

畫
も
描
く
に
や
二
　
雜
誌
と
新
聞

と
は
挿
繪

に
相

異
あ
り
と

い
ふ
は
如
何
三
　
霧
鴎
生
と

は
何
人
か

四

　
製
版
師
も
美
術
家
と
云
ふ
資
格
あ
り

や
五

白
馬

の
神
苑
と
穗
高
山
の
麓
の
大

い
さ
六

　
A
L

號
水
彩
畫

紙
と
は
如
何
な

る
紙
質
に
や
、
色
が
滲

み
込
む
こ
と
な
き

や

(
小
樽

の
ぼ
る
生
)
◎
一
　

然
り
二
　
日
本
現
時
の
有
樣

に
て
は
相
異
を
見
ざ

れ
ど
同

一
の
考
を
以
て
畫
く
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず

理
由
は
種

々
あ
り
短
文
に
て
は
説
き
が
た
し
三
　

書
状
に
て
問
合

さ
れ
よ
四
　
美
術
家
と
い
ふ
こ
と

を
得
ず
五

　
前
者
は
ワ
ツ
ト
マ
ン
全
紙
、
後
者
は

O
W
全

紙
六
　
未
だ
使
用
し
て
見
ず
■
一
　

私
は

今
普
通
學
修
學
中
な
る
が
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所

に
入
學

し
得

べ
き

や
二
　
日
本
風
俗
史
、
世
界
風

俗
史

、
美
學
及
美
術
史
、
世
界
及
近
世
美
術
史
等

は
ド

ノ
位
の
學
力
に
て
讀
み
得
べ
き

や
(
山
田
生
)

◎
一
　

入
學
に
差
支
な
し
二
　
讀

む
だ
け
な
ら
高

等
小
學
卒
業
位
ひ
で
も
讀
め
る
が
理
解
す
る
に
は

も
う
少
し
高

い
學
問
が
い
る

　
　
　
　
讀
者
の
領
分

■「み
づ

ゑ
」の
號
を
追
ふ
て
發
展
す
る
を
喜
ぶ

、

此
際
尚

一
層
記
事
を
豐
富
に
し
且
原
色
版

二
枚
、

石
版
木
版
各

一
枚
を
挿
入
せ
ら
れ
て
は
如
何
、
價

は
倍
加
す
る
も
可
な
り
(
福
島
四
眼
)◎
特
別
讀

者

を
多
數
を
勸

誘
さ
れ
た
し
、
さ
す
れ
ば
其
の
理
想

に
近
き
も
の
を
得

べ
し
■
諸
君

の
う
ち

「
日
本
名

勝
寫
生
紀
行

」「
平
旦
」「山
岳
」「
光
風
」
等
御
所
持

の
方
に
し
て
御
不
用
の
も
の
あ
ら
ば
相
當
代
價

に

て
讓
受
け
た
し
、
希
望
の
方
は
概

め
御

一
報
あ
り

た
し

(
大
阪
東
區
東
平
野
町
五
ノ

一
八
五
、
福
島

四
眼
)
■

品
質

の
如
何
は
知
ら
ぬ
が
定
價

表
の
上

で
は
文
房
堂
よ
り
も
京
都

の
森
親
子
商
會

の
方
が

繪
具
な
ど
に
廉
價

な
も
の
が
あ
る
、
そ
し
て
營
業

の
や
り
方
も
森
商
會
の
方
が
親
切
で
あ
る
（
の
ぼ

る
生
)
■
「
み
づ

ゑ
」第

一
を
所
持
す
、
ワ
ツ
ト

マ

ン
十
六
切
大

ス
ケ
ツ
チ
二
枚

送
る
も
の
に
進
上
す

べ
し
、
後
着
は
余
の
繪

と
交
換

(
小
樽
區

手
宮
裡

町
十
六
、
佐

々
木
石
藏

)

日
本
水
彩
畫
會
、
春
鳥
會
及
び
私

へ
宛

て
年
賀
状
を
寄

せ
ら
れ
し
諸
君
に
對
し

一
々
御
答
禮
可
申
上
の
處
舊
臘

よ
り
東

海
道
邊
旅
行
致
居
歸
宅
後
は
事
務
殊
に

多
忙
を
極
め
候
爲
め
意
を
果
さ
ず
候
次

第
に
付

あ
し
か
ら
ず
御
思
召
被
下
度
候

　
　

一

月
　

　
　
大

下

藤

次
郎


